
ただいまから、東京都市計画道路 幹線街路 放射第10号線及び東京都市計画道

路 幹線街路 環状第８号線の都市計画変更素案について、ご説明します。

なお、これからご覧いただくスライドでは、東京都市計画道路 幹線街路 放射第

10号線を「放射10号線」、東京都市計画道路 幹線街路 環状第８号線を「環状８号

線」という言葉を使って、ご説明します。
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最初に、本⽇の説明内容の流れを説明いたします。

はじめに、「放射10号線の概要」を説明し、その後、「東京における都市計画道路

の整備方針（第四次事業化計画）」、「計画内容再検討の概要」、「都市計画変更素案

の概要」、「今後の手続きの流れ」の順に説明いたします。
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はじめに、放射10号線の概要について、ご説明します。
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こちらは、放射10号線の位置図です。

放射10号線は、千代田区大手町一丁目を起点とし、北区岩淵町に至る、延長 約

13,450メートルの都市計画道路です。

このうち、赤線の丸で示した箇所が、都市計画変更の予定箇所となっています。
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次に、東京における都市計画道路の整備方針について説明します。以降の説明で

は、「東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業化計画）」を「整備方針」と

いう言葉を使って説明します。
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東京都、特別区及び26市２町は、都市計画道路の整備を計画的かつ効率的に進

めるため、概ね10年間で優先的に整備すべき路線を定めた「都市計画道路の整備

方針（事業化計画）」を過去４回にわたり策定し、事業の推進に努めてきました。

また、平成２８年３月に策定した 「東京における都市計画道路の整備方針（第四次

事業化計画）」では、都市計画道路の「将来都市計画道路ネットワークの検証」や「第

四次事業化計画」として優先的に整備する路線の選定などが行われています。
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次に、整備方針における検討の流れについて、ご説明いたします。

道路整備の四つの基本目標を踏まえ、始めに未着手の都市計画道路を対象に、１

５の検証項目に照らして「将来都市計画道路ネットワークの検証」を実施しました。

必要性が確認された都市計画道路の中には、様々な事由により、計画幅員や構造

など都市計画の内容について検討を要する路線があり、これらを「計画内容再検討

路線」として位置付けました。
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計画内容再検討路線に選定された放射10号線の区間は、図で赤く着色された区

間であり、延長は約390mです。

また、「当該区間では、現在、放射第10号線支線1（国道122号線）が骨格幹線道

路としての交通機能を果たしています。本線と支線の交差点の在り方や、事業の実

現性・施工性の観点から検討が必要」としました。
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次に、計画内容再検討の概要について、ご説明します。
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まず、検討の内容についてですが、大きく２つの検討を実施しております。

１つ目は計画内容再検討路線の位置付けを踏まえて、右図のような本線と支線の

交差点形状の計画の実現性について、新たな都市計画道路の整備に伴う、五差路

化や既設道路の付け替えによる四差路化についての検討を実施しました。

２つ目は、本路線付近には①の右側の図のように、整備済みの支線があることか

ら、支線の在り方として、その計画の必要性等を検証するため、周辺の交通動線や

交通への影響を確認しました。

これから、具体的な検討内容についてご説明いたします。
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まず、本線と支線が交差する新荒川大橋交差点についてです。

当該地は左側の図のように、現況で四差路の交差点となっております。道路構造

の一般的技術的基準を定める政令となる道路構造令があり、その第27条に「同一

箇所において同一平面で５以上交会させてはならない」と定められております。

これにより、現道の機能を維持しながら、放射10号線を新たに整備すると、右側

の図のように交差点が五差路となり、道路構造令に整合しないこととなります。

そこで、道路構造令に整合させるため、既存道路の付け替えによる交差点の四差

路化を検討することとしました。
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既設道路の付け替えによる四差路化を検討するにあたり、主な検討条件として、

既存の都市計画線の範囲で検討することや、周辺交通への影響に配慮し、交通量の

少ない東側道路の付け替えをすることとしました。

ケース１は東側の区道を交差点近傍で放射10号線に接続し、ケース２は東側の区

道を交差点から離れた位置で放射10号線に接続する案であり、イメージ図のように

新荒川大橋交差点を四差路化する案として検討しました。
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まず、ケース１についてです。

本ケースは、東側の区道と放射10号線を交差点近傍で接続させたものです。

なお、現在、東側の区道は交差点に流入する西向きの一方通行となっております

が、本ケースでは、東側の区道と放射10号線の交差箇所が、新荒川大橋交差点と近

いため、安全性の観点から、東向きへの一方通行化を検討しています。

現在の都市計画の範囲内で交差させるために、丸で示した箇所が急カーブとなっ

ており、曲線半径が道路構造令の規定値を満足せず、走行性や安全性に課題があり

ます。

また、交差点間隔が近いことによる安全性の低下や、交通規制の変更が生じるな

どの課題もあります。
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次に、ケース２についてです。

本ケースでは、交通規制の変更などの課題が生じないよう、交差点から離れた位

置で放射第10号線に接続させたものです。

現在の都市計画の範囲内で交差させるために、丸で示した箇所が急カーブとなり、

曲線半径が道路構造令の規定値を満足せず、安全性や走行性に対する課題があり

ます。また、新たな交差部において、交通処理の検討が必要となります。

ここまでの検討で、本線と支線の交差点形状について検討し、五差路や交差点の

四差路化の実現のためには安全かつ円滑な交通処理の確保という面で課題がある

ことを確認しました。
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続いて、支線の在り方の検討についてです。

都は、現行計画の整備方針を策定後、都市計画道路の見直しを進めるため、「東京

における都市計画道路の在り方に関する基本方針」を令和元年１１月に策定しました。

この基本方針で示している支線の廃止の検証方法について、説明します。

支線は２つに分類されます。本路線は①地形や道路網の形状などの条件により計

画されている支線であることから、分類①の検証方法について説明します。

検証方法は、支線と接続する本線が完成しており、周辺の道路によって交通動線

が確保され、周辺交通に大きな問題がないと検証された支線については支線の廃

止を行うこととしています。

本路線においても、上記の検証方法を踏まえて検討を行いました。
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まず、周辺の交通動線についてです。

左が現在の都市計画、右が一部区間を廃止する都市計画の変更案のイメージ図で

す。

川口市方面、荻窪方面、大手町方面へ流出入する車両が多いことを踏まえると、

放射10号線支線１が本路線近傍に整備済みであるため、右の図のように、放射10

号線の一部区間を廃止しても、広域的な交通動線に大きな影響はございません。
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次に、周辺道路の現在の混雑状況についてです。

左側の図は周辺の混雑度を示しています。

混雑度とは道路の交通容量に対する交通量の比であり、凡例で示している通り、

1.0よりも大きい場合には、混雑が懸念されます。

本路線周辺において、新荒川大橋より南側の道路では、現況の混雑度が1.0未満

となっているため、混雑なく円滑な走行が可能であることを確認しました。

以上①②の検討から、計画の実現に課題があることや、周辺の道路によって交通

動線が確保され、周辺交通に大きな問題がないことを確認したことから、放射10号

線の一部区間の計画を廃止することとしました。
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次に、これまでの検討結果を踏まえた、都市計画変更素案の概要について説明し

ます。
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今回、放射10号線の一部区間の廃止に伴い、周辺道路の名称や終点位置の変更

を行います。

最初に、放射10号線の都市計画変更素案の概要について、ご説明します。

図上、黄色の範囲は、都市計画を廃止する区域を示します。

放射10号線の一部区間の廃止に合わせて、現在の環状8号線及び放射10号線支

線1を通る線形に変更します。

また、この線形の変更に伴い、現在の放射10号線支線1の廃止、環状8号線の終

点位置を変更します。
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最後に、今後の手続きについて、ご説明します。
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本日の都市計画変更素案説明会は、このスライドの 赤塗りの部分になります。

本日の説明会での皆様からのご意見などを参考にして、今後、都市計画変更案を

作成し、公告・縦覧を行います。この縦覧を行っている間、ご意見がある方は意見書

を提出することができます。

その後、都市計画審議会において審議され、その議決を経て、都市計画変更の決

定・告示となります。
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最後にお問い合わせ先についてです。

本日の説明会に関することは、東京都都市整備局 都市基盤部 街路計画課

区部街路計画総括担当にお問い合わせください。
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本日の説明は以上となります。

皆様のご理解をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

ご清聴ありがとうございました。

22


	表紙・目次
	スライド 0
	スライド 1

	１. 放射１０号線の概要について
	スライド 2
	スライド 3

	２. 東京における都市計画道路の整備方針
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7

	３. 計画内容再検討の概要について
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16

	４. 都市計画変更素案の概要について
	スライド 17
	スライド 18

	５．今後の手続きの流れについて
	スライド 19
	スライド 20

	以下、印刷なし
	スライド 21
	スライド 22


